
２０２２年 スローガン

　平素より山形青年会議所の運動に対し、深いご理解

と温かいご支援を賜っておりますことに心から感謝申

し上げます。

　１年前、２０２１年１１月発行のこの広報誌で、次

年度理事長としてご挨拶させていただいた頃は、現在

よりも経済活動が停滞しており、様々なイベントの中

止が続き、この終わりの見えない困難に立ち向かえる

のは、限界のない、汲めども尽きない人びとの情熱し

かないと感じておりました。そして、私たちが住み暮

らす、このやまがたをはじめ、世界が再び明るく未来

に向けて歩みだすには、自由と多様性の確保が必要不

可欠であるという思いが強まりました。そのような思

いから、本年度は「汲めども尽きぬ情熱を胸に～自由

と多様性溢れるやまがたの未来へ～」をスローガンに

掲げるに至りました。

　このスローガンの「自由と多様性」という言葉は、

２０２２年２月２４日、ロシアのウクライナ侵攻を境

に、意味を増すことになりました。そして改めて、自

由と多様性が溢れる未来のために、情熱を持って運動

を展開することの意義を認識し、様々な活動を実施い

たしました。

　５月にはネットリテラシーを向上するための事業を

実施いたしました。感染症拡大によって、様々なツー

ルのインターネット移行が加速しました。その結果、

増加しているネット上での様々なトラブルを解決する

一助となるセミナーを開催することができました。

　７月には、すでに広く浸透しているＳＤＧｓの本質

を学ぶための事業を開催し、多くの方からご参加賜り

ました。持続可能な社会を構築するために、一般企業側、

自治体側に分かれて学ぶことで、それぞれの立場を理
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解する機会を提供することができました。

　８月には夏の風物詩ともなった山形大花火大会を開

催いたしました。感染症対策の一環で、観客席は限ら

れた数しか準備はできませんでした。加えて、打ち上

げ直前まで大雨で多くの方にご不便ご心配をおかけし

ましたが、奇跡的に打ち上げ直前に雨はやみ、多くの

方々に笑顔と、明日への希望をお届けする花火を打ち

上げることができました。

　１０月には、多くの企業様ご協力のもと、子どもた

ちを対象とした職業と経済の仕組みを体験するための

事業を実施いたしました。やまがたに存在している様々

な魅力を再発見し、そして子どもたちを通してその魅

力を未来へつなげることができたなら幸いです。

　いずれの運動も、これまでの体験や経験からの引継

がれたことを大いに参考にさせていただきました。こ

れまでの歴史を紡いでいただいた先輩諸氏の皆様へ、

この場をお借りして御礼申し上げます。そして、この

ような運動が展開できたのも、多くの企業様、自治体

様より貴重な人材を本会にご輩出いただいているおか

げです。メンバーすべての所属先の皆様、そしてそれ

をお支えいただいているご家族様へもこの場をお借り

し御礼申し上げます。

　感染症という困難が終わっても、社会が続く限り、

様々な課題は発生し続けますが、そのたびに、私たち

は汲めども尽きぬ情熱を胸に、社会の課題を解決する

ことで、持続可能な地域を創ることをお誓い申し上げ

るとともに、本会をご支援いただいた全ての方に御礼

申し上げ、１年間の締めくくりのご挨拶に代えさせて

いただきます。

　ありがとうございました。

ご 挨 拶
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愛が、希望に変えていく。
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かけがえのない仲間と共に挑戦しよう！　～夢と笑顔溢れる「やまがた」の実現に向けて～

汲めども尽きぬ情熱を胸に　～自由と多様性溢れるやまがたの未来へ～
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　この度、私達新入会員を山形青年会議所の一員として、迎えて頂き誠に有難
う御座います。活動をしていく中で、多くの方々との出会いがあり、貴重な体
験をすることができています。
　これからも周囲への感謝の気持ちを忘れず、多くの学びを得て自己成長を遂
げていきます。
　ご指導、ご鞭撻のほどよろしくお願いします。
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りましたが、花火の打ち上げ時間には雨が止み、

夜空を見上げ、花火を観覧する皆様が多くいらっ

しゃいました。ご協力賜りました多くの企業・

個人の皆様、大会運営にご尽力賜りました関係

各位の皆様に心より御礼申し上げます。山形大

花火大会が山形市民の皆様に愛され、今後とも

持続可能な大会として開催されることをお願い

申し上げ、御礼の挨拶とさせていただきます。

花火大会特別委員会　特別委員長　

　第４３回山形大花火大会は８月１４日（日）

に「煌星～きらぼし～」のテーマのもと開催さ

せていただき、無事に終了させていただくこと

ができました。本年は霞城公園での有観客開催

や山形市内３カ所同時打ち上げ、ドローンを使っ

たＹｏｕＴｕｂｅでの生配信と、より多くの皆

様に夜空に煌めく満天の花火を見上げていただ

き、感動と笑顔をお届けすることができたかと

思います。大会当日は雨も降る中での準備とな

第４３回 山形大花火大会御礼第４３回 山形大花火大会御礼第４３回 山形大花火大会御礼第４３回 山形大花火大会御礼

特別委員長御礼

長谷川晃一

川河畔と複数個所での同時打上げなど、多くの

市民の皆様に山形大花火大会をお届けすること

ができました。また、地元の商店街組合様とも

協力し花火大会当日にイベントを開催していた

だき、地域の活性化や市民の皆様の活力向上へ

とつながる大会にすることができました。来年

以降も観覧者の皆様の心に残る、笑顔溢れる花

火大会に発展していくことをお祈り申し上げご

挨拶とさせていただきます。

花火大会特別委員会　本部長　

　今年で第４３回を迎える山形大花火大会です

が、本年は昨年に引き続き霞城公園にて「煌星」

のテーマのもと、事故なく無事に開催すること

ができました。ご協賛いただきました皆様、花

火大会の運営に際しご尽力いただきました関係

各位の皆様に心より御礼申し上げます。今年は

新型コロナウイルス感染症に対し対策を行いな

がら、霞城公園付近のふれあい広場にて１、２

６０名の市民の皆様を招待し初めての有観客で

の開催や、オープニング花火を馬見ヶ崎川・須

本部長御礼

布施翔太
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部会長

晋道勇一

　今年度は、３年ぶりの有観客での開催に向け委員会メンバー及び関係各所の皆様

と打合せを重ねて参りました。また３拠点同時打ち上げやＹｏｕｔｕｂｅ生配信を

行いより近くで山形大花火大会の臨場感を楽しんでいただけたと思います。

　この第４３回山形大花火が皆様の夏の思い出になれば幸いです。至らぬ点も多かっ

たと思いますが、しっかり検証し次年度へ引き継いでいきます。

　ご協力いただいた皆様、本当にありがとうございました。

総務部会

部会長

花輪俊介

　本年度は山形の中心街を元気にしようとの想いで霞城公園での開催となりました。

その中で、協賛企業様への返礼として中心街商店街組合に加入している店舗様で使

えるクーポン券を準備しました。また人数に限りがありましたが県民ふれあい広場

に観覧席を設け有観客での開催が実現できました。課題はありましたが来年度にしっ

かりと引継ぎをさせて頂きます。最後になりますが協賛活動をはじめ皆様のご協力

誠にありがとうございました。

渉外部会

部会長

木村達也

　今年は別会場での３か所同時打上げや霞城公園での有観客開催など初めての試み

を多く取り入れた花火大会でございました。設営準備を進める中で様々な課題に直

面いたしましたが、無事花火を打ち上げる事ができ、大きな事故や災害も無く終え

る事ができました。無事開催できたのも皆様からの多大なるご支援とご理解があっ

たからこそでございました。会場設営をはじめ様々な面で山形大花火大会にご協力

いただき誠にありがとうございました。

設営部会

部会長

安藤裕紀

　本年は、昨年に引き続き霞城公園内打上げに加え、ふれあい広場内有観客として開
催させていただきました。街中での有観客開催でしたので、特に雑踏面、安全面にお
いては非常に難しい課題が山積みでしたが、警察、奥羽警備様を始め、関係各所の皆
様にご尽力いただき、大成功で終えられた第４３回山形大花火大会でした。
　コロナ禍ではありましたが、有観客で開催ができたことは、多くの事を経験できた
良い機会でした。ありがとうございました。

警備部会
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　Ｗｅｂにて２月例会を開催し、山形大花火大会の歴史を学び、その後
のクイズにてメンバーの山形大花火大会に対する当事者意識を深めるこ
とができました。そして、８月第１例会は新型コロナウイルスの感染拡
大防止の観点から急遽Ｗｅｂでの開催となりましたが、メンバー全員で
大会の成功と当日の晴天祈願を行いました。第２例会は第４３回山形大
花火大会を無事に開催することができ、第３例会は翌日の早朝清掃とし
て花火の打ち上げ場所及び会場周辺の清掃活動を行いました。新型コロ
ナウイルスの影響が続く中で、委員会メンバーが試行錯誤しながら実施
した例会は貴重な機会となりましたことをご報告申し上げます。

特別委員長 長谷川晃一

花火大会特別委員会

　７月１２日に新入会員認証式を執り行った
後、一般参加者３０名にご参加いただき「ＳＤ
Ｇｓを学びゲームによって地域社会との結びつ
きを理解する」と題して公開例会を行いました。
ＳＤＧｓの概要を学び、カードゲームを用いて
参加者及びメンバー同士が交流を図りながら地
方創生について考えました。今回の事業を通し
て、参加者一人ひとりがＳＤＧｓを身近なもの
として捉え、その
考え方が地方創生
へと導いていくと
いう学びを得るこ
とができました。

委員長 庄司里沙

組織拡大委員会

　やまがたの将来を担う子ども達に仕事の楽し
さお金の価値を勉強していただく機会として１
０月に職業体験を行う「未来夢限大　わくわく
楽習会～きみが主役！色んなお仕事やってみよ
う～」の公開例会を実施しました。１２００人
以上の方にご来場頂き、多くの子ども達から楽
しかった！今日来てよかっ
た！と多くのお声を頂きま
した。たくさんの子ども達
の笑顔が見られる例会とな
り、目標参加人数も達成で
き大盛況に終えることがで
きました。ご協力頂き誠に
ありがとうございました。

委員長 平原万匡

地域活力向上委員会

　９月１２日にメンバー例会として出向者報告
会を行いました。今年度ＬＯＭを代表して出向
するメンバーを労うと共に、出向先での活動報
告を通じて、次年度以降の出向活動につながる
情報共有の場となりました。また、新型コロナ
ウイルスの状況が変化する中で、約２年半ぶり
に飲食を伴う懇親会形式で例会を開催すること
ができました。委員会やグループの垣根を越え
て交流すること
ができ、山形Ｊ
Ｃらしい活力あ
ふれる例会とな
りました。

委員長 浦山　高

会員交流委員会

委員長 吉田英二

総務渉外委員会

　総務渉外委員会では５月公開例会として「人
に優しいデジタル化～知っておくべきルールと
モラル～」と題したデジタル情報の活用に関す
る講演会をハイブリッド形式で開催しました。
この講演会では、日本のデジタル化の変遷と今
後の展望、実例から学ぶ情報リテラシーなど３
部構成で多様な内容を
盛り込み、メンバーだ
けでなく来場した地域
の皆様にもデジタル情
報の活用による恩恵や
その危険性について理
解をいただくことがで
きました。

２０２２年度 委員会事業報告
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２０２２年度出向者報告

　今年度スポーツの力委員会へ総括幹事補佐として出向しております髙橋将史です。

主な事業としてＵ―１１少年少女サッカー大会「ＪＣカップ全国大会」を開催しま

した。真剣勝負に拘りながらも、試合後は勝ち負け関係なく相手を称え、思いやり

の心と強靭な精神力を養う「グッドルーザー精神の育成」を行い心豊かな人財の育

成を目指しました。今回得た経験と知識を山形青年会議所に還元し、より良い事業

をしていくための一翼を担えればと思います。

スポーツの力委員会
総括幹事補佐

髙 橋 将 史

公益社団法人日本青年会議所

　本年度、東北地区協議会　組織運動確立会議へ副議長として出向させていただき

ました。新型コロナウイルスの行動規制が緩和され、様々な活動がそれに合わせて

動き出すというタイミングで試行錯誤しながらの出向活動となりました。久々の現

地開催となりました東北地区フォーラムでは、「若年層の政治参画について」、

「SDGs推進セミナー」を担当させていただき、学び多い充実した時間を他LOMの方々

と過ごすことができました。今回の出向で経験させていただいたことを今後に還元

して参りたいと思います。貴重な機会をいただきましたこと、吉田理事長をはじめ

としますメンバーの皆様に対して、この場をお借りして御礼申し上げます。

組織運動確立会議
副議長

中 嶋 康 博

組織拡大委員会
委員長

庄 司 里 沙

公益社団法人日本青年会議所　東北地区協議会

　本年は、山形ブロック協議会会長として出向させていただきました。コロナ禍が続

く中ではありましたが、様々な手法を用いてより良い山形へ向け、青年らしい視点か

ら多くの事業を通し運動を発信して参りました。出向を通し県内各地で地域を思い活

動をする同志との友情や会員内で切磋琢磨し合い自身を成長させようとする姿に、改

めて山形ブロック協議会の存在意義、出向の尊さを感じた一年でした。本年共に出向

していただきました皆様、お支えを頂きました皆様に心から感謝申し上げご報告とさ

せていただきます。

山形ブロック協議会
会 長

岩 田 雄 治

公益社団法人日本青年会議所　東北地区　山形ブロック協議会

　来る、１２月１１日（日）１６～１８時、パレスグランデール山形におい

て開催となります。メンバーのご家族や関係諸団体の皆様へ感謝の意と、次

年度への決意を示す本年最後の例会となります。コロナ禍において数年飲食

を控えての開催となっておりましたが、本年は感染対策をしっ

かりと行い、会食を共にしながら、アトラクションを楽しんで

いただき、今年度の歩みを振り返る時間を準備しております。

メンバー並びにそのご家族様の多数のご参加をお待ちしてお

ります。

１２月クリスマス家族例会のご案内

２０２２年１１月１８日 No .３0８（７）

　２０２２年度卒業生の会「５７５７（こなごな） の会」会長を仰せつかりま
した原田英明と申します。
　本年の卒業生９名は山形青年会議所で学んだことを地域に貢献と展開すると
ともに、これからはシニアクラブの一員として、山形青年会議所に恩返しをさ
せていただきたく存じます。
　これまで支えて下さいました多くの方々に感謝し、今後も邁進してまいります。

２０２２年度卒業生のご紹介

卒業生の会会長挨拶

入会年度：平成 30 年
勤務先：税理士法人あさひ会計

伊 藤 俊 和

入会年度：令和２年
勤務先：山形放送㈱

佐 藤 貴 宏

入会年度：平成 24 年
勤務先：ヤマコン食品㈲

長谷川 晃 一

入会年度：令和元年
勤務先：㈱奥山電気工事

奥 山 　 卓

入会年度：令和元年
勤務先：㈲フロムハート

斯 波 隆 行

入会年度：平成 28 年
勤務先：㈱吉田

吉 田 昌 平

入会年度：平成 25 年
勤務先：プルデンシャル生命保険㈱

佐 竹 秀 文

入会年度：令和２年
勤務先：仙台ターミナルビル㈱
　　　　 ホテルメトロポリタン山形

渋 江 佐多央

2022 年度卒業生の会 会長

入会年度：平成 29 年
勤務先：㈱フーツラ

原 田 英 明
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編集後記
　日頃より山形青年会議所の活動に対し、ご理解とご協力を賜り厚く御礼申し上げます。

「汲めども尽きぬ情熱を胸に～自由と多様性溢れるやまがたの未来へ～」をスローガンに掲げて１年間

運動を展開してまいりましたが、今年も残すところあと僅かとなりました。いまだ新型コロナウイルス

の影響が残るなかではありましたが、我々ができることは何かを常に考え、やまがたのため活動してま

いりました。これまでの活動に際し、関係諸団体の皆様、山形ＪＣシニアクラブの皆様からのご支援、ご

協力賜りましたこと重ねて厚く御礼申し上げます。

　明るい豊かな社会の実現に向け山形青年会議所の運動に引き続きのご支援を賜りますよう何卒よろ

しくお願い申し上げます。

公益社団法人山形青年会議所　

２０２３年度　第６８代理事長内定者　

　平素より当会議所の運動にご理解とご協力を

賜っておりますこと厚く御礼申し上げます。

　私は、公益社団法人山形青年会議所２０２３

年度第６８代理事長を務めます阿部則裕と申し

ます。宜しくお願い申し上げます。

　さて、２０２０年より拡大を始めた新型コロ

ナウイルスのパンデミックも徐々に収束の兆し

を見せ始めた昨今、ｗｉｔｈコロナそしてａｆｔ

ｅｒコロナを見据えた新たな生活スタイルや経

済活動、交流事業の構築が求められています。

次年度理事長挨拶次年度理事長挨拶次年度理事長挨拶次年度理事長挨拶

阿部則裕

２０２３年度山形青年会議所は、失敗をおそれ

ない挑戦の精神のもと、コロナにより疲弊した

地域に活力を取り戻し、より魅力的な「まち」

にすべく、aｆｔｅｒコロナのリーディングケー

スとなる事業を積極的に提示し、「明るい豊かな

社会」の実現に向けて励んで参ります。

　２０２３年度も、「理想のやまがた」へ向けて

橋を架けられるよう挑戦して参りますので、今

後とも、変わらぬご指導ご鞭撻のほど、宜しく

お願い申し上げます。

　本年度は「大きなかぶ作戦」をテーマに掲げ委員会メンバーだけでなく、

全メンバーが真摯に拡大活動に取り組んで参りました。皆様からのご協力の

お陰をもちまして、２８名の新入会員を迎えることができました。心より感

謝申し上げます。しかしながら、今後も山形青年会議所が、社会の課題を解

決するために運動を展開し続けるには、多種多様な人材を一人でも多く迎え

入れ、組織を盤石なものとする必要があります。本年度の新入会員に対し、

温かいご指導・ご鞭撻をお願いするとともに、次年度以降も引き続き会員拡

大へのご協力を賜れますようお願い申し上げます。

組織拡大委員会

委員長

会員拡大の御礼と PR会員拡大の御礼と PR会員拡大の御礼と PR会員拡大の御礼と PR

庄司里沙


